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成長中の夏野菜

バレンタインチョコ作り 雛祭りのチラシ寿司

たこ焼きを食べる少年たち

バスケをする少年たち

　新緑の緑が濃くなり、風の中に柑橘の花の甘い香
りを感じる季節になりました。
　昨年11月から日常の業務とは別に、「子どもシェ
ルター運営規程」の改定をするために理事の方々と
職員で話し合いをしました。初回は「子どもシェル
ター」の活動や当初の思いなどの振り返りが中心で
した。
　たくさんの意見が出たのですが、一部ご紹介する
と「おとなと子どもが対等であること」「心の回復
の場が必要」「ひとりぼっちにしない」「あなたの
ままでいいよ」「あなたは大切な人」「希望が言え
るようになるよう支援する」「楽しい経験をしても
らう」などです。２回目以降は「子どもシェルター
運営指針」を読み込みながら「運営規程」を見直し
ていきました。この運営規程はモモの理念を具体化
したものにと、検討会は毎月１回、２月まで計4回開
催されました。回を重ねるごとに運営規程は深く討
議され、理念を再確認する良い機会となりました。
　モモの家では、夏に向けて夏野菜を何種類か職員
が植えました。天候にも恵まれ、すくすくと日を追
うごとに成長する姿は頼もしくもあります。大きく
なっていく夏野菜の世話をした時など、「大きく
なったら子どもと一緒に収穫できたらいいね」「苦
手野菜かもしれないけど自分で収穫したからと言っ

て食べてみるチャンスになるといいね」など「○○
○だったらいいね」と子どもと同じような感覚で時
間を過ごすであろうことを想像します。
　家庭などで安全に暮らすことができずシェルター
に繋がった子どもにとって、退居後夏野菜の収穫や
日々の生活の中で、私たちと同じような感覚で時間
を過ごせることはないかもしれません。また「モモ
の家」で過ごす時間は短く、同じような感覚で時間
を過ごしたなと思えることもないかもしれません。
ですが、子どもを個人として尊重し、その思いを受
け止め、寄り添い、見守っていくことで、いつか同
じ時間を過ごすことができるお手伝いが、微力なが
らできたらと思っています。
　「モモの家」は７月から４名のスタッフで再ス
タートいたします。　　　　　　　（文責：ＮＹ）

　新学期になり子どもたちも春を感じているようで
「桜見に行きたい」と言ってみたり、「新入生が
入ってくる」と意気込んでいたり、少しお姉さんに
なったと感じているのかなと思わされます。３月に
無事高校を卒業して退所していった子どもがおり、
他の子も何かしら吸収し、少しずつ進路や将来を自
分で考えていっているような気もしています。
　あてんぽでは現在５名が在籍しています。２月に
は、バレンタインチョコ作りがあてんぽの台所で繰
り広げられました。パティシエの学校を目指してい
る子だったので、手作りと言っても凝った作り方を
貫いていました。イチゴの粉末を使ったラングド
シャ（フランスの焼き菓子）の生地でハートを型取
り花びらを、抹茶の粉で色付けしたラングドシャは
葉っぱに、茎は棒に生地を巻き付け、バラの花を成
形したものを見せてくれました。それからオレンジ

を砂糖で煮詰め、チョコレートをコーティングして
オランジェットを作っていました。
　自信がなさそうに職員に相談してくる姿も見られ
ましたが、できたものは見事なものでした。一生懸
命寝る時間を削って作る様子にとてもパワーがある
なと感じました。「こんなのもらったら、一生懸命
作ったって伝わるよー、絶対嬉しいわー」と伝える
と、「これくらい全然」というような謙遜する返事
が返ってきました。こうやって人とのやり取りを何
度も繰り返し、経験していって、自分を表現したり
相手を理解したりすることでこれからの彼女が作ら
れていくのかなと思いました。
　雛祭りには職員でチラシ寿司を作り、ひなあられ
を用意しました。夕食を見て「ひな祭りか、今日」
と職員に言ってきた子がいました。季節感を感じ、
これからの何かの役に立てたら、また、思い出と

　新年度を迎え、学南ホームでは子どもの入れ替わ
りがありました。１人退所し１人新しく迎え入れ、
現在５人が暮らしています。通学、アルバイトなど
を行いながら充実した生活を送っています。昨年度
から引き続きイベント事にも力を入れており、３月
には身体を動かすことを目的に全員でバスケットや
キャッチボールを行い、外でおにぎりなどを食べま
した。また庭でたこ焼き、焼きそばを食べるなどの
イベントを行いました。たこ焼き作りでは、「黙々
とする作業が好き」と率先して焼いてくれる子もい
ました。
　イベント事を通して、普段とは一味違う空間で垣
間見える彼らの行動、ふるまいなど、ホーム内での
生活だけでは分からないところが見えてくるきっか
けにもなっています。また、子どもたちの経験の不
足を補う機会にもなっていると感じます。子どもか
ら「食べたことがない、やったことがない」等の声
を度々聞くことがあります。そのような声は経験の
なさゆえの言葉だと感じています。何かを体験、経
験をすることで知る機会や自分で物事を考え行動す
る力にもなり、それが自信にも繋がり新しい事へ
チャレンジをする原動力になっています。このよう
なイベントは、職員の新しい発見や気づきにも繋
がっているため、今後も行っていきたいと思いまし

た。
　私事ではありますが、学南ホームで働くようにな
りもうすぐ一年が経とうとしています。最初は
「しっかりとできるか」など不安な気持ちがありま
した。何を行うにも初めての体験で、子ども・ス
タッフから学ばせてもらっています。様々な人の支
えや先輩方の話を聞くことで、知識を深めることが
出来ました。大変な事も多いと感じてはいますが、
それと同時にやりがいのある仕事だと感じています。
まだまだ若輩者ではありますが、皆様のお力をお借
りしながら切磋琢磨していきたいと思っているので、
よろしくお願いし
ます。
　子どもたちが過
去を振り返ったと
きに、学南ホーム
での出会い・経験
を思い出して「よ
かった」と思える
ようなホームにで
きたら、と想いな
がら日々暮らして
います。
（文責：南埜）

　皆さんは「～たん」という言葉をご存じでしょう
か？「たん」は、「担」と書くことが出来、「～」
のところには、その人の大好きなものや人が入る、

とのことです。
　先日来た子どもは大好きなアイドルグループのメ
ンバーに対する自分のことをそのように評して話し
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なってくれたらいいなと思うばかりです。
　子どもたちはこれからも様々な経験を積んでいく
と思いますが、その中でも人との繋がりの大切さを
たくさん記憶していってほしいなと思います。
日々、職員が子どもたちの『今』を語り考えていく
ことができる環境で、私もそっと支えていくことが
できればと思っています。　　　　（文責：伊澤）

「学南ホーム」通信自立援助ホーム

子どもシェルター 「モモの家」通信

自立援助ホーム 「あてんぽ」通信

ていたのでした。例えば今なら「大谷翔平担」、年
配世代だと「長嶋茂雄担」「イチロー担」などと使
えそうです。～の担当、という意味から来たようで
す。少し前には「推し」「推し活」などという言葉
も出てきました。新しい言葉を次々と繰り出して、
楽しそうに話す子どもたちの前に座って、時には
「ごめんね」と言って話の途中にちょっと入り、そ
の使われている言葉の意味や使い方を尋ねます。
　お互い意味が分かり使い方を共有すれば、どんど
ん使ってお互いの間に楽しい時間が流れます。小さ
い子が言葉を獲得して使い始めるときにはそんなワ
クワクした感情が流
れているのかもしれ
ません。アニメで使
われている言葉など
すぐ真似するのは、
ただ単に「こんなと
きに使えるな」と思
いながら、その場面

にその言葉がハマる楽しさを味わっているのかもし
れないな、と思いました。
　少し前にテレビで「舟を編む」というドラマが放
映されていました。出版社の辞書編集部で働く人た
ちを取り巻くドラマですが、ある回は、「からか
う」という言葉をめぐる話でした。母親は、愛情を
持ってその言葉を子どもにかけたが、子どもはそれ
を自分に対する否定として受け取ったのです。その
ため親子間に長年の溝が出来ていました。一般的に
「からかう」とは、軽い気持ちで怒らせるようなこ
とを言う、という意味ですが、山梨の方言では違う
意味があるそうです。言葉は生きていて、時に使う
人なりの意味を含んでいます。
　モモに来る子どもたちと話すとき、今時の言葉で
遊ぶように楽しく会話することも大切にしつつ、ま
たその人の言葉を意味や経緯、思いなどと一緒に聞
けたらいいなと思っています。私自身の中の言葉と
は別の解釈や世界があるのかもと、思いを巡らせつ
つ。 　　　　　　　　　　　　　　　（文責：易）
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楽しそうに話す子どもたちの前に座って、時には
「ごめんね」と言って話の途中にちょっと入り、そ
の使われている言葉の意味や使い方を尋ねます。
　お互い意味が分かり使い方を共有すれば、どんど
ん使ってお互いの間に楽しい時間が流れます。小さ
い子が言葉を獲得して使い始めるときにはそんなワ
クワクした感情が流
れているのかもしれ
ません。アニメで使
われている言葉など
すぐ真似するのは、
ただ単に「こんなと
きに使えるな」と思
いながら、その場面

にその言葉がハマる楽しさを味わっているのかもし
れないな、と思いました。
　少し前にテレビで「舟を編む」というドラマが放
映されていました。出版社の辞書編集部で働く人た
ちを取り巻くドラマですが、ある回は、「からか
う」という言葉をめぐる話でした。母親は、愛情を
持ってその言葉を子どもにかけたが、子どもはそれ
を自分に対する否定として受け取ったのです。その
ため親子間に長年の溝が出来ていました。一般的に
「からかう」とは、軽い気持ちで怒らせるようなこ
とを言う、という意味ですが、山梨の方言では違う
意味があるそうです。言葉は生きていて、時に使う
人なりの意味を含んでいます。
　モモに来る子どもたちと話すとき、今時の言葉で
遊ぶように楽しく会話することも大切にしつつ、ま
たその人の言葉を意味や経緯、思いなどと一緒に聞
けたらいいなと思っています。私自身の中の言葉と
は別の解釈や世界があるのかもと、思いを巡らせつ
つ。 　　　　　　　　　　　　　　　（文責：易）

　「室内にいるとクーラーが効きすぎて寒かった」「屋外に出
ると暑い」という体温調整が難しい季節です。こんな話をする
と、「夏でも湯船につかるといいよ」と勧められます。40℃の
お湯で10～15分ほど肩までつかると夏バテ解消になる様です。
ゆっくりとお風呂を楽しむのは冬だけではないのですね。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：東）

　６月より事務局へ入職しました中野 
恵子（なかの けいこ）です。広報に
も力を入れていきたいと考えておりま
すので、良いアイディア等ありました
らご意見いただけますと幸いです。よ
ろしくお願いいたします。

●ご寄付は金額の多寡に関わりなく下記へご送金頂ければ幸いです。

（ご送金の際はお名前・ご住所・ご寄付である旨ご記入いただければ幸いです。）
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巻　頭　言

　令和５年度をもって理事長を退
任しました。
　平成20年９月のＮＰＯ法人設立
時から子どもシェルターモモの理

事長として活動してきましたが、昨年、後期高齢者
となり、理事長就任後15年目を迎えましたので、こ
れを機会に退任を決意しました。
　還暦を迎えた年に、子どもたちのために少しでも
役に立てればと思い、新しいことに挑戦するつもり
で子どもシェルターの設立に参加しました。苦しい
ことや悲しいこともありましたが、なんとか頑張れ
たのは、ご支援・ご協力をくださった皆様のおかげ
だと思っています。
　令和６年度には、井上雅雄弁護士が子どもシェル
ターモモ理事長に就任します。引き続き、子ども
シェルターモモに対してご支援・ご協力を賜ります
ようお願いいたします。

東 隆司前理事長

理事長退任のご挨拶

　この度、新理事長に選任されました
井上雅雄です。重責でございますが、
役員、職員、ボランティア及び賛助の
皆様と共に、子どもたちそれぞれの多

様な形での自立を応援していきたいと考えております。
子どもシェルターモモに対するこれまでと変わらぬご支
援・ご協力を、何卒よろしくお願い申し上げます。
　子どもシェルターモモは、平成20年の設立総会（平成
21年３月登記）から15年を経過しました。今期、シェル
ターの早期再開、社会的養護自立支援拠点事業の受託、
社会福祉法人化等の課題を着実に進めたいと考えていま
す。皆様の意向を聞きながら、子どもシェルターモモの
これまでを振り返り、これからを考える15周年記念行事
ができればいいなと夢見ています。それぞれの子どもの
個性を尊重し、子どもを中心としつつ、スタッフの研修
やケアにも留意して、災害や事件のない穏やかな１年に
なることを祈念しています。

井上  雅 雄新理事長

新理事長のご挨拶

「嵐を呼ぶ娘」
ふきげんちゃんがやってくる
カエルのコーラスしたがえて
ふきげんちゃんがやってくる
雷さえもだまりこむ
大きな地団駄ふみならし
ふきげんちゃんがふきげんに
すっかり飽きたその後に
空には大きな虹かかる

表紙絵の言葉 内村　暁

ご協力くださったみなさま
本当にありがとうございました。

毎月11日にBOXの前に立ち
モモのことを宣伝することも始めました。　

近所のぶんちゃん！
何を隠そう私はぶん担です


